
開

拓

使

の

変

酒

事

業

北

海

道

産

業

吏

の

一
頁

越

崎

宗

一

,

開
拓
使
が
明

治
初
年
北
海
道

の
開
拓
併
び

に
産
業

振
興
に
功
績
顯
著

な
り
し
こ
と
は
誰
人
も

よ
く
知

つ
て
居
る
。
筆
者

は
其
全

般

に
亙

つ
て
述

べ
よ
う
と
す

る
の
で
は
な

い
、
今

日

、.日
寓

冨
興
昏
碧
日
薮
・
。。
巷
宕
目。
貯
目
。
蕩
..
を
叫
ば

し
む
る
に
至

つ
た
本
道

の

萎

酒
事
業

が
本

邦
斯
業

の
先

騙
を
な
す
者

で
あ
り
開
拓
使

が
生

み

の
母
育

て
の
親

で
あ

つ
た

こ
と
を
述

べ

ん

と

す

る

に

と

穿
ま

る
。
而

も
開

拓
使

の
方
針
は
明
治
薪

政
府

の
意
志
を
糧
ぐ
も

の
で
あ
り
明
治
政
府

の
思
想

は
近
世
初
頭

に
於
け

る
産
業
保
謹

の
読

に
出
つ

る
も

の
で
あ

る
。

一
八
四
六
年

十

一
月

囚
自
律
①冒

に
て
自
殺

せ
る
不
遇

の
維
濟

政
策
學
者

団
浮
象

3

団
曾

の
著
名
な
る

一
書

U
器
昌
鑑
o
§
げ
。自
誘
↑

6
目
牙
な

島
昏
。ぴ
窪

0
6ぎ
昌
。
ヨ
げ
に
論

ぜ
ら
れ
た

る
幼
稚
産
業
保
護

の
読

は
商

政
學

上
近
世
保
護

主
義
を

理
論
上
實
際

上
頗

る
力
強

き

も

の
と
し
た
。

こ
れ
は

い
犀

自
身

が

♂
<
自
暑
B
ぴ
⑦
お

議
會
議
員
た
り
し
時
徐
り

に
官
僚

を
攻
撃

せ
る
爲

政
府
及
官
吏

を
侮

辱

せ

、る
も
の
な
り
と

の
理
由

で
議
席
を
失

ひ
租
國
を
追
は
れ
て

一
八
二
五
年

ア

メ
リ
カ
に
逃
れ
彼
地

で
彼
が
實

際

に
ア

メ
リ
カ
保

護
主

開
拓
使
の
婆
酒
事
業

一
五

一



O

關
拓
使
の
蓼
酒
事
業

一
五
二

義

の
成
功

に
よ

つ
て
動

か
さ
れ
た

こ
と
に
擦

る
盧
多

し
と
云
は
れ

て
ゐ
る

(
大
西
猪
之
介
経
濟
學
全
集
第

八
巻

二
七
三
頁
以
下
)
。

即

ち
十
八
世
紀
中
葉
以
來
英

國
は
産
業

革
命

の
時
代

に
入
り
工
業
界

の

一
大
飛
躍
あ
り
、
後
進
國

た
る

ア
メ
リ

カ
の
産
業

は
英

國

に
璽

せ
ら
れ
ん
と
す
る
歌
態

に
陥
り

、

一
七
八
九
年

ア

メ
リ

カ
申
央
政
府

の
確
立
と
共

に
内
國
幼
稚
産
業
保
護
特

に
工
場
制
度

の

普
及

に
專
ら
意
を
注
ぎ

一
八

一
六
年

以
降

ピ
巨

が
ア
メ
リ
カ
に
渡

る
迄
約
十
年

間
は
關
税
は
高
め
ら

る

玉

一
方

で
あ

つ
た
。
爲

に

又
國
内

工
業

の
嚢
展
は
其
無
壼
藏

な
る
原

料
と
相
侯

つ
て
こ

曳
に
ア

メ
リ

カ
産
業
革
命
時
代

に
入
る

こ
と

玉
な

つ
た
。
ピ
ぼ

は
ア

メ
リ

カ
の
此
経
験

を
目

の
あ

た
り
見
る

こ
と

に
よ

つ
て
こ
れ
を
猫
乙

に
も
行

は
ん
と
し

こ

、
に
英

國

の
自

由
貿
易
政
策

に
封
抗
す

べ
く

彼

の
保
護
政
策
を

主
張
し
た

の
で
あ
る
。
永
遠

の
理
想

は
世
界
自
由
貿
易

に
し

て
而
も
後
進
國

の
現
實

政
策

は
幼
稚
産
業
保

護

即

ち
保
護
政
策
を
絵

儀
な
く
さ
れ

る
。
泰

西
先
進
國

に
遙

に
後

れ
て
開
國

せ
る
明
治
新

日
本
は

い
宮

の
叫

べ
る
現
實

の
大
地

に

歩
を
即

し
て
進
ま

ん
と
し
た
。

曰
く
産
業

の
保
護
奨

働
。
ピ
宮

残
し

て
よ
り

正
に
二
十
有

飴
年

。

明
治
経
濟
史
を
旙
く
者
は
誰
し
も
日
本
が
絵
り
に
巧
み
に
外
國
資
本
主
義
の
模
倣
に
成
功
せ
る
黙
に
驚
く
で
あ
ら
う
。
欧
米
と

は
格
別
に
人
種
を
異
に
し
政
治
風
俗
を
異
に
し
且
交
通
不
便
な
り
し
に
拘
ら
す
明
治
維
新
以
後
の
我
経
濟
の
稜
達
こ
そ
誠
に
世
界

の

一
脅
威
で
あ
つ
た
に
相
違
な
い
。嘉
永
六
年
ペ
リ
ー
浦
賀
に
來
り
て
よ
り
徳
川
封
建
制
度
は
正
に
其
崩
壊
を
曝
露
せ
ん
と
し
、開

國
か
嬢
夷
か
の

一
大
問
題
を
解
決
す
る
に
當
つ
て
も
徳
川
幕
府
は
全
く
財
政
の
窮
乏
に
當
惑
し
た
。
幕
府
は
途
に
農
業
本
位
封
建

制
度

の

一
大
改
革
を
爲
し
得
す
し
て
明
治
革
薪
政
府

に
其
地
位
を
譲
ら
ざ
る
を
得
な
か
つ
た
。
ペ
リ
ー
來
朝
の
打
鐘
に
ょ
つ
て
我

日
本
に
與

へ
ら
れ
た
攣
革
は
即
ち
開
國
通
商
換
言
す
れ
ば
先
進
資
本
主
義
國
と
の
交
易
に
よ
る
我
日
本
の
資
本
主
義
化
だ
つ
た
。

此
立
役
を
勤
め
た
も
の
が
實
に
明
治
政
府
で
あ
つ
た
。
既
に
資
本
主
義
競
争
の
ス
ク
ー
ト
に
於
て
後
れ
を
と
つ
た
日
本
は
專
ら
海



外
制
度
交
物
の
模
倣
吸
牧
に
努
め
た
。
而
し
て
其
目
標
は
富
國
強
兵
に
あ
つ
た
。
由
來
日
本
人
は
職
争
に
は
彊
き
自
信
を
持
つ
。

欲
す
る
も
の
は
要
す
る
に
富
と
軍
器
に
あ
つ
た
の
で
あ
る
。

薪
政
府
の
方
策
は
米
本
位
の
封
建
制
度
を
打
破
し

て
貨
幣
本
位
の
ー

換
言
す
れ
ば
商
工
本
位
の
経
濟
制
度
の
樹
立
に
あ
つ

た
。
而
も
時
代
は
士
族
の
商
法
用
を
爲
さ
す
新
時
代
の

8
艮
鐵
霧
亀
冒
晋
。・ξ

未
だ
興
ら
す
、
新
政
府
の
方
策
は
民
業
振
興
助
長

叉
は
指
導
政
策
を
主
と
し
た
。
即
ち
國
庫
の
剰
絵
金
を
民
間
人
材
に
貸
付
け
産
業
稜
達
を
促
進
せ
し
め
更
に
非
打
算
的
に
先
進
資

本
主
義
國
よ
り
機
械
丈
明
を
移
植
し
先
づ
官
螢
模
範
工
場
を
設
置
し
た
。
牧
支
計
算
は
勿
論
度
外
硯
し
先
進
國
資
本
主
義
制
機
械

生
産
を
民
間
に
示
す
こ
と
を
目
的
と
し
た
。

明
治
申
央
政
府
の
新
政
策
は
北
海
道
に
於
て
は
即
ち
開
拓
使
の
政
策
と
な
つ
て
現
は
れ
た
。
由
來
北
海
道
即
ち
蝦
夷
地
は
長
ら

く
松
前
藩
に
ょ
っ
て
治
め
ら
れ
て
居
た
が
其
政
治
頗
る
姑
息
の
故
を
以
て
不
絶
幕
府
は
其
統
治
に
注
意
を
怠
ら
な
か
つ
た
。
松
前

藩
の
蝦
夷
政
策
は
蝦
夷
地
の
開
焚
を
目
的
と
は
せ
す
、領
内
を
主
の
場
所
、臣
の
場
所
に
分
ち
て
之
を
請
員
人
に
請
員
は
し
め
、
請

員
人
は
運
上
金
を
納
め
て
米
味
喩
酒
等
を
以
て
蝦
夷
人
の
鮭
鮭
昆
布
其
他
の
産
物
と
物

々
交
換
を
な
す
の
槽
利
を
得
た
。
即
ち
蝦

夷
に
耕
作
の
法
を
教

へ
す
和
人
の
濫
り
に
蝦
夷
人
と
取
引
す
る
を
禁
じ
た
。
請
員
は
総
て
運
上
金
を
高
く
納
め
ん
と
す
る
者
に
許

さ
る
」
が
故
に
請
員
人
は
自
然
蝦
夷
人
を
謙
求
す
る
の
結
果
と
な
り
、
又
は
物
々
交
易
に
於
け
る
交
換
比
率
等
に
就
て
不
絶
紛
争

を
生
じ
た
。
且
つ
徳
川
幕
府
は
松
前
藩
の
威
力
振
は
す
し
て
北
邊
の
防
備
を
完
ふ
す
る
こ
と
能
は
ざ
る
を
悟
り

(
ロ
シ
ア
は
屡
々

北
邊
を
凱
観
し
幕
府
の
紳
経
を
慨
ま
し
た
)
寛
政
十

一
年
東
蝦
夷
を
直
轄
し
て
場
所
請
員
を
魔
止
す
る
な
ど
種

々
改
革
に
意
を
用

ひ
た
。
文
政
四
年
幕
府
は
全
蝦
夷
地
を
松
前
藩

へ
逡
し
た
が
安
政
元
年
箱
館
開
港
に
つ
き
箱
館
奉
行
を
置
き
同
二
年
蝦
夷
地
警
衙

併
ぴ
に
開
拓
の
爲
め
繭
山
江
差
地
方
を
除
く
本
道
全
部
を
直
轄
に
復
し
た
。
明
治
元
年
明
治
政
府
立
つ
と
共
に
本
道
に
は
箱
館
裁

開
拓
使
の
歩
酒
事
彙

一
五
三

G



閉
拓
使
の
蓼
沼
事
業

一
五
四

判
所
を
置
き
改
め
て
箱
館
府
と
な
し
た
が
翌
年
開
拓
使
を
置
き
、
八
月
蝦
夷
の
名
を
慶
し
て
北
海
道
と
命
名
し
た
。
明
治
政
府
が

泰
西
産
業
の
移
植
を
計
つ
た
精
瀞
は
亦
實
に
開
拓
使
の
本
道
開
襲
の
精
神
で
あ
つ
た
。
即
ち
産
業
を
興
す
に
も
未
だ
本
道

へ
移
佳

ぜ
し
人
々
の
み
に
て
は
資
力
も
無
く
、
云
は
Ψ
赤
手
室
拳
以
て
新
天
地
を
開
嚢
せ
ん
と
す
る
類
の
み
で
あ
つ
た
が
故
に
絡
て
開
拓

使
が
産
業
を
自
ら
輕
螢
開
始
せ
ね
ば
な
ら
な
か
つ
た
。
黒
田
長
官
は
明
治
四
年
海
外
に
洋
行
し
、
日
本
の
選
抜
學
生
を
海
外
に
留

學
せ
し
む
る
と
同
時
に
ア
メ
リ
カ
農
務
局
長

=
霞
9。8
9
箕
§

を
開
拓
顧
問
に
、
O
碧
3
郡
の
推
薦
に
て
地
質
工
作
鑛
山
舎
密
長
に

ひ

↓
ぎ
ヨ
器

》
薮

・。巴

を
、

地
理
測
量
敏
師

に

〉
.
O
●
≦
-陣島
臣

を
雇
入
れ
開

獲
併
び

に
産
業

指
導

に
資

せ
ん
と
し
た
。
之
等

ア
メ
リ

カ
人

は
前
述

の
如

く
新

ア
メ
リ
カ
の
開

拓

に
於

て
主
役
を
勤
め
し
人

々
で
あ

つ
た
。
廣
漠

た
る
ア

メ
リ

カ
大
陸

の
開

拓

に
努
力

せ

る
之
等

の
人
士
は
今

や
我
邦
北
邊

の
北
海
道

に
來

つ
て
組
國

に
於
け

る
と
同
様

の
思

ひ

で
計
書
を
立

て
日
本
人
を
指
導
し
た
。
明

治

四
年
札
幌

に
開

い
た
札
幌
官

園

(
育
種
場
)
は
先

づ
農
牧
業

の
基
礎

を

つ
く
り
、
工
業

方
面

に
於

て
は
今

こ

」
に
述

ぺ
ん
と
す

る
萎
酒
醸
造

を
始

め
と
し
葡
萄
酒
味
嗜
醤
油
醸
造
製
粉
業

紡
績
業
製
紙
業
製

鋼
業
製
油
業

罐
詰

業
製

革
業

等
各
方
面

に
亙
り
夫

々

官
螢

工
場

を
興
し
て
本

道

工
業

の
永
遠

の
大
計

と
基
礎
を
造

つ
た
。

今

こ

、
に
は
開

拓
使

が
興
し
た
事
業

の
中

で
、
今

日
迄

に
最

も
成

功
し
た
も

の
玉

一
つ
ー

萎
酒
事
業

に
就

い
て
述

べ
て
見
よ

5

0黒

田
長
官

の
偉

か

つ
た
鮎
は
本
道
開
獲
指
導
者
を
先
進
國
ー

ア

メ
リ
カ
ー

に
求
め
た

こ
と
に
あ

る
。
顧

問

ケ
プ

ロ
ン
を
始

め

ア

ン
テ
イ

セ
ル
、

ワ
ル
フ
イ
ー

ル
ド
も
共

に
本
道
開
嚢

の
大
思
人

で
あ
る
。
本
道

の
開
嚢

が
内

地
府
縣

に
比
し

て
割
合

に
早
く

進

み
た

る
は
之
等
雇

外
人

の
献
策

を
容
れ
幾
多

の
泰

西
文
明
的
施
設
を
他
府
縣
に
率
先

し
て
採
用
し
た
る

に
あ
る
。
先
づ
農
業

上



に
於

て
は
外
國
種

の
草
木
獣
畜
等

を
本
道

に
移
す

に
當
り
、
直

ち
に
風
土
氣
候

の
異
な

る
本
道

に
移
さ
す

先
づ
之

を
東
京
青

山
官

園

に
移
し
試
験

の
結
果
之
を
七
重
試
験
場

に
移
し
綾

い
て
札
幌
官
園

に
移
し
初

め
て
其
風

土

に
適
す
る
も

の
を
探
り

て
栽
培
飼
養

す

る

こ
と

、
し
た
。
札
幌
官

園
は
睨

治
四
年
北
六
條

の
西
僧
樂
園
内

に
三
千

六
百
坪

の
地
を
墾
し

て
試
瞼

所
と
稻

し
米
國

よ
り
購

ひ
た
る
小
萎

及
裸
萎

甜
茶

骨
藍
玉
葱
等

五
六
種
を
試
植

し
た

る
に
始
ま

つ
て
ゐ
る
。
其
後

更

に
其
地
域
を
撰

張
し
其

種
類
も
増
し

た
が
萎
酒

の
原
料
た

る
大
萎

も
米
國
種

、
猫
乙
種
、
填
太
利
種

等
を
試
植
し
其

収
穫
頗

る
饒

に
し

て
且

つ
品
質
良

好

の
結
果

を
得

た
。
且

つ
萎
酒

に
猫
特

の
苦
味

を
與

ふ
る
ボ
ツ
プ
も
本
道

風
土

に
は
適
當
し

て
ゐ
る

こ
と
が
明

に
さ
れ
た
。
開

拓
使

日
誌

に
よ
れ

ば
明
治
五
年

ア

ン
テ
イ

セ
ル
は
左

の
通
り
建

言
し

て
ゐ
る
。

ア
ン
テ
イ
セ
ル
建
言
略

第

三
條

其
他
北
海
道

昌
培
養

ス
ベ
キ

モ
ノ

ハ

「
ボ
ツ
プ
」

草
ナ
リ
蝦
夷

ノ
南
方

昌
ハ
天
然
繁
生

ス
ル
者

往

々
之

ア
リ
其

土
地

一一
ハ
必
ズ
培
養

ノ

「
ボ
ツ
プ
」

モ
能

ク
繁
茂
仕

ベ
ク
候
尤

モ
天
然
生

ノ

モ
ノ

モ
萎
酒

ヲ
醸

成

ス
ル

昌
足
リ
申

ス
ベ
ク
ト
奉
存

候

二
十
封
度

ヨ
リ
ニ
十
五
封
度

迄

「
ボ
ツ
プ
」

ヲ
此
表

へ
御
取
寄
相

成
候

ハ
寸
横
濱

昌
テ

一
人
ノ
醸

造
家

ヲ
雇

ヒ
用

昌
適

ス

ル
ヤ
否
ヲ
試

、・、申

ベ
ク
候
若

シ
用

昌
適

セ
ザ

ル
時

ハ
英
國

ノ

「
ボ
ツ
プ
」
御
植
付

昌
相

成
候

バ
バ
ニ
年

ヲ
不
出

シ
テ
互
多
ノ

「
ボ
ツ
プ
」
御

國
用
或

ハ
輸
出
物

二
供

シ
候
様
可
相
成
候

千

八
百
七
十
二
年

七
月
二
十
九

日

ト
!

マ
ス

・
ア

ン
テ

セ
ル

黒
田
開

拓
使
次
官
閣
下

開

拓
使

は
本
道
産
大
萎

の
利
用

を
目
的

と
し
農
業

工
業

爾
者

の
嚢

蓮
を
計

ら
ん
爲
萎
酒
事
業

を
興
す

こ
と

、
し
た
。
萎
酒
製
造

所

は
明
治
九
年

六
月
二
十
七

日
起

工
同
年
九

月
八
日
に
竣

工
し
た
。

禰
拓
使
の
蓼
瀬
事
業

一
五
五



亀

閑
拓
便
の
蓼
溜
事
難

一
五
六

澗
類
製
逝
場
躍
競
ノ
灘
上
・甲

う

も

カ

ぬ

へ

葡
萄
酒
製
造
場
建
膏
ノ
義
本
年
六
月
二
十
三
日
ヨ
リ
着
手
同
年
八
月
三
十

一
日
落
成
致
し
、
萎
酒
製
造
所
ノ
義

ハ
同
六
月
二
十

七
日
ヨ
リ
着
手
本
月
八
日
落
成
致
候
條
此
段
併
テ
上
申
候
也

明
治
九
年
九
月
八
日

札
幌
在
勤

中
判
官

堀

基

長
官

黒

田

清

隆

殿

場
所
は
現
在
サ
ツ
ポ
ロ
ビ
ー
ル
醸
造
工
場
の
在
る
盧
で
其
醸
法
普
國
製
に
傲
ひ
冷
製
萎
酒
と
呼
ん
だ
。
開
拓
使
事
業
報
告

(第

三
編
七
七
七
頁
)
に
は

〔
明
治
九
年
〕
九
月
本
場
ヲ
札
幌
雁
來
通

昌
築
ク
其
醸
法
普
國
製

二
微

フ
命
テ
冷
製
萎
酒
ト
日
フ
札
幌
官
園
及
同
地
方
播
種
ノ

大
萎
概
ネ
皆
外
國
種

昌
係
リ
牧
穫
頗
ル
饒

昌
品
位
最
美
ナ
リ
之
ヲ
買
得
シ
テ
萎
酒
ヲ
醸

ス
モ
草
創
諸
事
未
ク
整

ハ
ス
醸
額
僅

呂

二
百
石

昌
過
ス

と
載
せ
ら
れ
て
ゐ
る
が
當
初
は
本
道
産
の
大
萎
を
直
ち
に
原
料
と
な
し
た
る
に
は
非
ら
ざ
る
こ
と
は
明
治
九
年
開
拓
使
公
文
録
の

左

の
記
事
に
よ
つ
て
知
ら
れ
る
。

参
酒
醸
邊
方
蕩
亭
ノ
灘
上
申

萎
酒
製
造
用
大
萎
東
京
表

ヨ
リ
逡
附
相
成
候

昌
付
今
二
十

哨
日
ヨ
リ
醸
造
着
手
候
段
該
廃

ヨ
リ
申
出
候
條
此
段
上
申
候
也

明
治
九
年
九
月
二
十

一
日

札
幌
在
勤

申
判
官

堀

基

・



長
官

黒

田

清

隆

殿

且
つ
ボ
ツ
プ
は
始
め
喩
入
品
を
用
ひ
た
る
も
明
治
十
年
四
月
札
幌
に
ホ
ツ
プ
園
が
設
け
ら
れ
た
。
ホ
ツ
プ
園
に
就
て
は
札
幌
医

史

(札
幌
匹
役
所
編
明
治
四
十
四
年
七
月
嚢
行
)
に
載
せ
る
庭
詳
し
き
が
故
に
ご
玉
に
移
載
す
る
こ
と
」
し
よ
う
。

聾
軍
園

葎
草
園
は
明
治
十
年
四
月
今
西
三
丁
目
通
北
二
條
よ
り
北
五
條
に
至
る
間
に
開
設
せ
る
者
な
り
。
先
是
中
川
清
兵

衛
多
洒
製
造
所
の
傍
に
経
馨
せ
し
事
あ
り
。
其
面
積
五
千
五
百
坪
、
米
國
種
六
百
四
十
四
株
、
猫
乙
種
二
百

一
株
を
栽
植
せ
し

に
善
く
繁
茂
す
。
十

一
年
五
月
叉
米
國
種
六
千
七
百
七
十
二
株
を
栽
ゆ
。
十
二
年
更
に
同
園
を
三
ヶ
所
に
設
け
第

一
第
二
第
三

第
四
號
葎
草
園
と
稻
す
。
合
計

一
萬
四
千
二
百
六
十
五
坪
飴
、
葎
草
激
六
千
六
百
五
十
二
株
、
十
三
年

一
月
農
學
教
師

「
ペ
ン

パ
ロ
ー
」
葎
花
を
分
林
す
。
其
百
分
申
の
浸
剤
は
米
國
産
二
七
、二
三
札
幌
産
米
國
種
二
八
、〇
三
。
同
猫
國
種
三
〇
、七
五
。
同

野
生
種
二
四
、
三
四
な
り
。

五
月
更
に
三
千
二
百
十
株
を
第
四
號
園
に
栽
ゆ
。
該
種
は
花
輪
小
に
し
て
牧
穫
少
し
蓋
し
良
種
に

「
非
す
。
八
月
葎
花
製
方
所
を
第

一
號
園
に
設
け
各
種
葎
花
繁
茂
の
歌
及
製
晶
の
良
否
を
験
す
る
に
米
國
種
を
最
と
す
。
十
四
年

悉
く
他
の
種
類
を
蕨
し
專
ら
米
國
種
を
栽
ゆ
。

本
邦
に
於
て
ホ
ツ
プ
園
が
設
け
ら
れ
た
る
は
之
を
以
て
嗜
矢
と
す
る
。
且
つ
ボ
ツ
ブ
の
品
質
に
於
て
も
外
國
よ
り
輪
入
品
に
比

し
て
大
し
て
劣
ら
ざ
り
し
は

醸
造
用
葎
花
初
メ
ハ
米
國

ヨ
リ
購
入
ス
レ
ド
モ
當
地
栽
培
ノ
外
國
種
葎
花

一
年

ヨ
リ
繁
茂
シ
其
花
粉
香
氣
ト
モ
敢
テ
楡
入
品

昌

譲
ラ
ズ

と
開
拓
使
事
彙
報
告

(明
治
十
二
年
の
條
)
に
見
え
て
ゐ
る
。
か
く
て
開
拓
使
の
所
期
す
る
如
く
萎
酒
の
原
料
は
漸
次
自
給
自
足

の
域
に
達
し
っ
玉
あ
つ
た
の
で
あ
る
。
樹
當
時

の
萎
酒
製
造
方
法
に
就
て
は
開
拓
使
事
業
報
告

(
第
三
編
七
七
七
頁
以
下
)
に
詳

開
拓
使
の
峯
酒
峯
業

】
置
七



開
拓
使
の
墾
酒
事
業

一
五
八

細

に
記
述

せ
ら
れ

て
ゐ
る
が
専
問
的

に
亙
る
か
ら
こ

、
に
は
記
載

し
な

い
こ
と

玉
す

る
。

萎

酒

の
貯
藏
所

に
就

て
は
同
じ
く
開

拓
使
事
業
報
告

に

〔
十
二
年
〕

三
月
高
島
郡
手
宮
埠
頭

ノ
側

二
於

テ

踊
ノ
岩
窟

ヲ
馨

チ
屈
曲

シ
テ
光
線

ノ
透
入

ヲ
防

キ
萎
酒
鍵
詰
等
各
楡
出

ノ
際

一
時
貯
藏

ノ
所

ト

ス
其
構
造

浦
璽
斯
徳
地
方
ノ
法

昌
倣

フ

と
出

て
ゐ
る
。

こ
れ
は
そ

の
前
年

(
明
治
十

一
年

)
八
月

二
十
四
日
開

拓
少
書

記
官
鈴
木
大
亮
、
浦
磨

へ
出
張
を
命

ぜ
ら
れ

て
出
嚢

し
開

拓
長
官
黒

田
清
隆

に
提
出

せ
る
復
命
書

『
浦
盛
斯
徳

紀
行
』
(
明
治

十
二
年
十
二
月
印
刷
開
拓
使
)
に
同
地

の
萎
酒
醸
造

所
を

札
幌

と
比
較

し
て
記
述
し
岩
壁

に
設
け

ら
れ
た
冷
藏
室

に
就

て
も
詳

し
く
論

じ
て
あ

る
の
で
大
亮

蹄
道
後
其
實
現

に
至

つ
た
も

の

で
あ

る
。
浦
盤

の
萎
酒
醸
造
所
も
露
國
人
ガ

レ
ー

ツ

ス
キ
イ
、
填
國
人

フ
ル
ミ
ツ

シ
ヨ
ン
協
力
し

て
猫
乙
人

シ
モ
レ
ク
を
雇

ひ
醸

造

せ
し
も

の
に
て
全
く
普
法

に
依
り
た
る
も

の
で
あ
る
。

(
此
手
宮

の
岩
窟
貯
藏
所

は
何
時

頃
ま

で
使
用

せ
ら
れ

て
ゐ
た
も

の
か

不

明
で
あ
る
が
、
場
所
は
現
在
古
代
丈
字

に
至

る
道
路

に
面
し
高
架

桟
橋

に
至
る
鐡
道
線

路

の
下

に
位
し
大

正

の
初
め
頃
ま
で
は

乞
食

の
住
家

と
し
て
其

ま

、
有

つ
た

と
い
ふ
こ
と
を

[
古

老

か
ら
聞

い
た
。
)

出
來

上

つ
た
萎
酒
は
樽

に
詰

め
ら
れ
た
が
、
當
時
萎
酒

と

い
ふ
も

の
を
世
人
に
如
何
宣
傳
す

べ
き
か

に
就

て
腐

心
し
た
も

の
と

見

え
る
。
開
業

式

の
萎
酒
製
造
所

の
爲
翼

に
よ
れ
ば

工
場
前

に
樽

を
積

み
重

ね
、
共
樽

に
大

き
く

一
字

づ

」
字

が
書

か
れ

て
あ

つ

て
そ
れ
を
綴

つ
て
讃
む

と
次

の
如
く

に
な
る
。

「
萎

と

ボ
ツ

プ
と
製
す

れ
ば
萎
酒

と
い
ふ
酒

に
成
る
」

萎
酒
を
詰
め
る
瓶
を
手

に
入
れ
る

に
も
大
分
苦

心
し
た
ら
し
く
九
年

八
月
十
九

日
鈴
木

大
亮

よ
り
堀
中
判
官

、
調
所
少
判
官

に

宛

て
た
書

翰

に
も

「



噂

其
表

昌
於

テ
萎
酒
併
葡
萄
酒
製
造
相
成
候
盧
追

々
フ
ラ

ス
コ
入
用

昌
可
有
之

一
時

昌
買
上
候

テ

ハ
自
然
高
債

昌
モ
可
相
成

二
付

些

少

ノ
事

ニ
ハ
候

へ
共
即
今

ヨ
リ
注
意

シ
置

キ
官
用

昌
供

シ
タ

ル
室

フ
ラ

ス

コ
都

テ
貯
置
候
様
其
筋

へ
御

達
相

成
度
尤

モ
官
員

其
他

昌
テ
自

用

二
供

シ
タ
ル
分

ハ
相
當
代
債

ヲ
以

テ
買

上
ノ
手
順
御

立
置
有
之
度

云

々

と
見

え
て
ゐ
る
。

つ
ま
り
當
初
は
舶
來

の
察
瓶
を
使
用
し
た

の
で
あ
る
が
後

に
は
肥
前
焼

の
陶

器
を
以

て
せ
る
こ
と
が
開
拓
使
事

業

略
記

に
載

つ
て
ゐ
る
。

此
陶

器
製

の
萎
酒
瓶
も
現
在

で
は
始

ん
ど

嘲
本

も
淺

つ
て
ゐ
な

い
ら
し

い
。

開

拓
使
萎
酒

の
初

め
て
市
場

に
出
た

の
は
何
時

頃
か
明

か
で
な

い
が
、
明
治
十
年

一
月
九

日
東
京
表

よ
り
札
幌
宛

て
に

「
今
度

玄
武

丸
便

ヲ
以

テ
爲
試

験
少

々
御
差
廻
有
之
度
」

と

の
書
翰

に
封

し
、
同
年
札
幌

よ
り
東
京

へ
宛

て
芝

本
年

一
月
九

日
付

札
第

九
號

ヲ
以
玄
武

丸
便

ニ
テ
當
地
醸

造
ノ
萎
酒
爲
試
験
可
差
廻
旨
御
掛
合

昌
付

札
第

三
十

一
號

昌
テ
四
月

末

五
月
差
入

ナ
ラ
デ

ハ
輪
出
難
旨

及
同
答
候
當
客
歳
猫

乙

ヨ
リ
取
寄
候
酵
種

ハ
焚
酵

ノ
氣
力
薄
弱

ニ
シ
テ

・
:
・
五
月
末
頃
迄

昌

ハ
逐
次
少

々
ツ

・
差
廻
候
檬

可
相
成

云

々

と

い
ふ
文
面
よ
り
察
す
れ
ば
東

京

へ
品
物

の
到
着

せ
る

は
六
月
以
後

と

い
ふ
こ
と
に
な

る
。
明
治
十
年
九

月
十

一
日
讃
費
新
聞

に

は
次

の
檬

な
廣

告
が
出

て
ゐ
る
。

一
、
札
幌
製

萎
酒
左

の
定
債
を
以

て
芝
山
内
開
拓
使
出
張
所
假
設
博
物
場

に
於

て
佛

下
候
條
此
段
廣

告
候

也

開

拓

使

勤

業

課

大

瓶

萎

酒

佛

下

定

便

一
瓶

代

債

十

六

銭

一

ダ

ー

ス

一

圓

六

十

銭

開
拓
使
の
蓼
酒
事
業

一
五
九



開
拓
使
の
峯
酒
事
粟

樋
六
〇

十

ダ

ー

ス

十

五

圓

二

十

鏡

萎
酒

の
販
費

に
つ
き
て
は
開
拓
使
廃

よ
り

費
捌
方

を
命
じ
た
者

と
、
希
望

に
よ
り
販
費

せ
し
む
る
者

と
あ

つ
て
、
受
費
菅
業
税

は
前
者

に
は
冤
ぜ
ら
れ
た

こ
と
が
記
録

に
見

え
て
ゐ
る
。

御

使
札
幌
御
本
廃

昌
於

テ
試
験

ノ
爲
製
造

ノ
ビ
ー

ル
葡
萄
酒
等
彿

下
云

々
御
照
會

ノ
趣
了
承

右

ハ
人
民

ノ
願

昌
依
リ
定
債
佛

下

ノ
上
時
債

ヲ
以
テ
販
費

ノ
者

ハ
勿
論
受
費

螢
業

税
徴

牧
可
致
儀

昌
有
之
候

へ
共
其
御
廃

ヨ
リ
費

捌
方
御
申
付
相
成
候
者

ニ
テ
他

ヨ
リ

一
切
受
費
不
致
諒
常
受
費
螢
業

人
ト
不
粉
取
締
相

立
候
上

ハ
徴
税
不
及
義

ト
存
候

此
段
及
御
同
答

候

也

十

一

月

十

日

租

税

局

長

出

來
上
り

た
る
萎

酒

の
世
上
に
於

け
る
評
判
を
調

べ
て
見

る
に
開

拓
使
事
業
報
告

に
依

れ
ば

嚢

昌
凋
國
醸
造
學

士

「
オ

コ
ル

セ
ツ
ト
」

昌
品

評
ヲ
請

シ

昌
札
幌

冷
製
萎
酒

ハ
實

昌
良

好

昌
シ
テ
日
本
醸

造
ノ
萎
酒

昌
シ
テ

ハ

一
ノ
歓

瓢

ナ
ク
透
明

昌
シ
テ
沈
澱
物

ナ
ク
充
分

昌
炭
酸

ヲ
含

有

セ
リ
余
嘗

テ
味

ヒ
ク

ル
モ
ノ

昌
比

ス

レ

ハ
大

昌
改
良

ス
ト
雄

モ

其
色

合

二
於

ル
未

タ
充
分

ナ
ラ
サ

ル
所

ア
リ
因

テ
其
改
良
法

ヲ
書

シ
テ
中

川
氏

(
筆
者
註
、
中
川
清

兵
衛

氏

ハ
先

キ

昌
猫
乙

昌

於

テ
萎

酒
醸

造
ヲ
研
究

シ
得

テ
專

ラ
本
場

ノ
醸

造

ヲ
捲
當

セ
ル
人
)

昌
贈

レ
リ
余
嘗

テ
醒

ノ
責
方
及
多
酒

醗
酵
等

昌
就

キ
申
川

氏

昌
忠
告

セ
シ

昌
同
氏
善

ク
余

力
言

ヲ
用

ヒ
萎
酒

ハ
醇
良

ノ
飲

料
ト
ナ
リ
浸
剤

ヲ
含

ム
亦
百
分
ノ
六
四
ノ
多

キ

昌
至

レ
ハ
久

ク

酸

敗

ノ
憂

ナ
カ
ル

ヘ
ク
此
冷
製
萎
酒

ハ
横

潴
醸
造

ノ
萎
酒

昌
勝

ル

コ
ト
遠

シ
ト

と
あ

つ
て
當
時
我
邦

で
醸
造

さ
れ
た
萎
酒

の
内

で
最

も
品
質

が
良

い
と
云
は
れ
た
。
當
時
我
邦

に
は
横

濱

で
英

人

コ
プ
ラ

ン
の
造

れ

る
天
沼

ビ
ー

ル
、
山
梨
縣
甲
府

に
野

ロ
正
章

の
造
れ
る
三
ッ
鱗
褻

酒
が
あ

つ
た
が
後
者
は

コ
プ
ラ

ン
を
招
跨

し
て
傅
習
を
受
け

●



た
と

い
ふ
こ
と

で
あ
る
。
叉
同
報

告

に

〔
十
三
年
〕

十
月
嚢

二
比
叡

艦
「
ペ
ル

シ
ヤ
」
地
方

麟二
圓
航

ノ
際
試

昌
若

干
ヲ
贈
リ

シ

昌
数

月
ヲ
経

ル

モ
味
攣

セ
サ
ル
ノ
報

ア
リ

と
あ

つ
て
比
較
的

好
評
で
あ

つ
た

ら
し

い
。

醸

造
石
数
は
現
今
よ
り
見
る

と
極
僅
少

の
も

の
で
左

の
通

り
で
あ
る
。

種

目

九

年

十

年

十

一

年

十

二

年

十

三

年

自
十
四
年
七
月亟+五年二月

醸造高

石

数便格 ,

石一〇〇
・
O
O阿昌、三四六・二五〇

石

蓋
O・
O
O
O

円

三、
五
七
七

三
九
〇

石

天
O・
O
O
O

円

四、
一

七
六
・

七醐

δ

凋一六九・八

二
E円

六、七

九
亭
六
九〇

石三ヨO。
三
二
〇円

ご
昌
三

宍・
〇
六
〇

石一〇八・
O
O
O円

三、

空
五・
O
O
O

然
る
に
明
治
十
五
年
開
拓
使
慶
止
ぜ
ら
る
」
に
及
び
開
拓
使
札
幌
本
聴
物
産
局
萎
酒
醸
造
所
は
開
拓
使
よ
り
農
商
務
省
工
務
局

の
所
管
に
移
り
、
翌
十
六
年
二
月
北
海
道
事
業
管
理
局
工
業
事
務
所
の
所
管
に
移
つ
た
。
然
し
こ
れ
は
軍
に
萎
酒
醸
造
所
の
み
で

な
く
開
拓
使
経
螢
の
葡
萄
酒
醸
造
所
、
味
喰
醤
油
製
造
場
、
製
鋼
所
、
紡
績
場
、
製
粉
場
、
錬
鐵
所
、
鋳
造
所
等
工
業
關
係
の
工

場
が
全
部
北
海
道
事
業
管
理
局
工
業
事
務
所
に
移
さ
れ
た
の
で
あ
つ
た
。
當
時
所
長
は
長
谷
部
辰
連
、
副
長
は
岩
藤
敬
明
で
あ
つ

た
。事

業
管
理
局
は
要
す
る
に
開
拓
使
か
ら
之
等
工
業
を
81
縫
い
だ
の
み
で
あ
る
か
ら
開
拓
使
程
に
創
立
の
辛
苦
は
味
は
か
つ
た
で

あ
ら
う
が
官
誉
工
業
と
し
て
民
間
に
範
を
垂
れ
る
に
は
中
々
経
菅
の
苦
痛
を
嘗
め
た
。
萎
酒
醸
造
所
は
明
治
十
九
年
北
海
道
廃
の

設
置
と
共
に
其
所
轄
に
移
り
、
二
月
東
京
府
民
大
倉
喜
八
郎

へ
佛
下
げ
ら
る
蕊
こ
と
曳
な
つ
た
。
其
間
約
四
ケ
年
の
状
況
に
就
て

は
道
廉
所
藏
北
海
道
事
業
管
理
局
滑
革
誌
に
よ
つ
て
大
略
こ
、
に
述
べ
る
こ
と
玉
す
る
。

開
拓
使
の
婆
酒
事
業

一
六
噌



ゆ

開
拓
使
の
多
酒
事
業

一
六
二

元
來
本
道
萎
酒
は
本
道
農
産
を
消
流
す
る
目
的
で
あ
つ
た
が
爲
に
小
規
模
を
以
て
始
め
た
庭
事
業
管
理
局
の
所
管
に
移
つ
た
頃

に
は
本
道
の
需
要
多
量
に
し
て
東
京
其
他
の
需
要
に
慮
す
る
に
足
り
な
か
つ
た
。
大
阪
、
神
戸
、
越
前
、
加
賀
、
新
潟
方
面
よ
り

績
々
と
注
文
が
來
る
の
で
明
治
十
六
年
七
百
ダ
ー
ス
を
逡
つ
て
試
費
せ
し
め
た
塵
頗
る
好
成
績

で
あ
つ
た
。
そ
こ
で
事
業
援
張
の

必
要
を
感
じ
総
醸
造
高

一
千
石
を
目
標
と
し
て
、
十
七
年
九
月
増
築
に
着
手
し
器
械
を
購
入
し
た
。
然
る
に
當
時
東
京
物
産
取
扱

所
に
邊
荷
せ
し
萎
酒
に
攣
質
物
を
生
ぜ
し
こ
と
あ
り
、
且
つ
貯
藏
変
酒
に
損
傷
多
く
出
で
、
加

へ
て
外
國
萎
酒
及
び
京
東
櫻
田
萎

酒
等
競
孚
品
出
現
し
地
理
上
の
不
便
よ
り
し
て
頗
る
其
販
路
を
阻
害
さ
れ
た
。

費
捌
方
法
は
從
來
萎
酒
鍛
詰
に
限
り
本
局
に
於
て
費
捌
を
な
し
、
道
内
は
直
接
、
道
外
は
東
京
箱
崎
町
物
産
取
扱
所
を
し
て

一

手
資
捌
か
し
め
た
。
然
る
に
物
産
取
扱
所
に
停
滞
す
る
ス
ト
ツ
ク
少
な
か
ら
ざ
る
を
以
て
大
取
次
人
二
人
を
設
け
之
に
費
捌
か
し

め
た
。
大
取
次
人
は
五
千
圓
の
公
債
誰
書
を
捲
保
に
入
れ
萎
酒
鑑
詰
の
定
債

一
割
引
を
以
て
彿
下
を
受
け
た
。
即
ち
從
前
萎
酒

一

本
販
費
債
格
二
十

一
鏡
な
る
を
十
九
鏡
に
改
正
し
大
取
次
人
の
佛
下
債
格
を
十
七
鏡

一
厘
と
し
た
。
十
七
年
十

一
月
に
は
大
取
次

人
の
澹
保
は
五
百
圓
に
低
減
さ
れ
た
。

右
を
以
て
見
れ
ば
管
理
局
に
移
管
さ
れ
て
か
ら
は
前
途
有
望
を
見
込
ん
で
増
築
ぜ
る
盧
種
々
障
害
の
爲
費
行
不
振
を
來
し
當
局

者
は
頗
る
苦
境
に
立
つ
た
。
十
九
年

一
月
北
海
道
臆
設
け
ら
る
」
に
及
び
道
廃
所
管
と
な
り
、
二
月
大
倉
組

へ
土
地
、
家
屋
、
器

具
等

一
切
を
代
余
二
萬
六
千
七
百
七
拾
武
圓
を
以
て
彿
下
ぐ
る
こ
と
玉
な
つ
た
。
大
倉
喜
八
郎
は
東
京
府
民
澁
澤
榮

一
外
三
名
と

共
に
本
場
の
組
織
を
改
め
て
札
幌
萎
酒
株
式
會
枇
の
設
立
を
出
願
し
明
治
二
十

一
年
認
可
を
附
與
せ
ら
れ
た
。
か
く
て
開
拓
使
が

創
設
せ
る
本
業
は
民
間
に
移
さ
れ
て
花
は
實
を
結
び
明
治
大
正
六
十
年
の
産
業
襲
展
の
順
潮
に
乗
る
こ
と
と
は
な
つ
た
。

(
】
九

三

二

・
入

・
二

一
)




